























































































































 2008 年に全国 16 歳以上の国民 1,800 人を対象に
実施された ISSP 国際比較調査2）（宗教）での「宗教
的な行動」についての回答で「よくする」，「したこ
                                                          
1） 宮家準『生活の中の宗教』日本放送出版協会 1980
年 7頁 
















































































































































                                                          
4） 加藤周一『雑種文化』講談社文庫 1974 年 
5） 石田一良編「神道思想集」（筑摩書房『日本の思














































                                                          
6） 1987 年に京都で開かれた第 1 回福音宣教推進全
国会議 
7） 『週刊朝日』1996年 9月 6日 
8）佐久間勤編『ネイティヴ・インカルチュレーショ














































                                                          
9） 隅谷美喜男『日本の信徒の「神学」』日本キリス















































                                                          
10） 『ヨーロッパのニヒリズム』筑摩書房 1974 年 
11）隅谷美喜男『日本の信徒の「神学」』日本キリス















































                                                          
















































                                                          
13）高階秀璽『日本美術を見る眼 東と西の出会い』













































                                                          
14）大野晋『日本語の年輪』新潮文庫 2000年 29頁 
15） 前掲書 34 頁 






































































































































































































                                                          
18）高階秀璽『日本美術を見る眼 東と西の出会い』
















































                                                          
19）高階秀璽『日本美術を見る眼 東と西の出会い』






















時代』（2004 年 サンパウロ） 
隅谷美喜男『日本の信徒の「神学」』（2004年 日本
キリスト教団出版局） 
大野晋『日本語の年輪』（2000 年 新潮文庫） 
高階秀爾『日本美術を見る眼 東と西の出会い』

























The Function of Sentiment to Accept Christianity 
 
The Approach through Japanese Aesthetic Awareness 
 
Hisayoshi  KASHIUCHI 




I would like to examine the acceptance of Christianity in Japan by focusing on the religious 
perspectives of Japanese and the aesthetic awareness as well as Japanese sentiment. 
Therefore, I will examine what aspects of Christianity are liked and accepted and those which 
are not. To be more specific, Christianity as ethnic religion and the aesthetic awareness of 
Japanese words are the focus of this paper. 
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